
dtp
広報かつうら　7月号　2002　第385号　平成14年7月1日発行　夏本番6月12日生比奈保育所シャボン玉



２

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
六
月
十
一
日
か
ら
三

日
間
、
生
比
奈
小
学
校
体
育
館
と
勝
浦
中
学
校
体
育
館
で

男
子
十
チ
ー
ム
、
女
子
九
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

試
合
は
九
人
制
、
三
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
で
行
わ
れ
、
一
回

戦
か
ら
好
ゲ
ー
ム
の
連
続
で
し
た
。

決
勝
は
男
子
星
谷
対
沼
江
・
石
原
・
山
西
掛
、
女
子
は

今
山
対
沼
江
・
石
原
の
対
戦
と
な
り
、
接
戦
の
末
男
子
は

星
谷
が
、
女
子
は
沼
江
・
石
原
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

星 谷 男子

星

谷

棚

野

久

国

横

瀬

Ａ

生

名

Ａ

沼
江･

石
原･

山
西
掛

坂

本

生

名

Ｂ

横

瀬

Ｂ

今
山
・
黒
岩

沼江･石原 女子

与

川

内

生

名

星

谷

久

国

今

山

沼
江
・
石
原

山
西
・
掛
谷

横

瀬

棚

野

地
区
対
抗
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
五
月
十
九
日
か

ら
二
十
一
日
ま
で
の
間
、
勝
浦
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
お
い

て
、
六
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
回
戦
か
ら
好
ゲ
ー
ム
の
続
く
中
、
決
勝
は
棚
野
対
中

角
・
黒
岩
の
対
戦
と
な
り
、
棚
野
チ
ー
ム
が
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

棚 野

生

名

横

瀬

棚

野

久

国

坂

本

中
角
・
黒
岩

交 通 安 全
推進協議会

勝
浦
町
で
は
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
勝
浦
町
交
通
安

全
推
進
協
議
会
を
五
月
三
十
日

に
開
催
、
小
松
島
警

察
署
の
鎌
谷
豊
交
通
課
長
が
県
下
の
交
通
情
勢
な
ど
に

つ
い
て
講
演
し
、
そ
の
後
委
員
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

県
交
通
安
全
巡
回
車
で
運
転
適
性
診
断
を
受
け
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
交
通
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

中西チズミさん（久国）が厚生労働大臣特別表彰を受賞し

ました。中西さんは多年にわたり民生委員児童委員を勤め、

その功績は多大なものがあり、今回の受賞となりました。

中西さんには心からお喜び申し上げ

ますとともに、今後ますますのご活躍

をお祈りいたします。

厚生労働大臣特別表彰受賞

machikado sanpomichi

地
区
対
抗

第
一
回

地
区
対
抗

（木）



３

６月９日 第６回総会が会員45人、来賓10人の

参加のもと盛大に、また和やかに開催されました。

場所は、恒例となった東京駅前大丸デパート12

階「ルビーホール」。午後３時頃から懐かしいお顔

が集まり始めました。

午後４時から、谷篤志さんの総合司会のもと、

福中会長のあいさつで総会が始まり、ふるさと勝

浦から参加した川口町長、宮本議長、そして、岡

本県議会議員の祝辞のあと、13年度事業および会

計報告等の議事に移り、全ての議事が満場一致で

承認されました。

引き続き行われたアトラクションでは、まず、

ふるさと勝浦にオープンした農村体験型宿泊施設

「ふれあいの里さかもと」の紹介、次に会員によ

る「チェルノブイリのその後」と題した講演があ

りました。そして、昨年も好評だった落語一題。

最後は会員によるハワイアン舞踊。流れるような

音楽と踊りに、うっとりと間近

で見られてとても素敵でした。

懇親会も再会を懐かしんだり

況を伝えあったり、また、途中

でふるさとの特産品の抽選会、

阿波踊りもあり、楽しい時間が

またたくまに過ぎました。

最後は、溝内副会長が豪快に

また来年も元気で会おうと一本

締めで閉じました。

今年、残念ながら参加するこ

とができなかった方も来年はぜ

ひご参加ください。

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
の
会
報
を
手
軽
な
形

で
発
行
し
、
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
皆
さ

ま
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
手
記
、
作

品
等
を
掲
載
い
た
し
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
旅
行
手

記
、
感
想
文
、
詩
、
俳
句
等
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

気
楽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
事
務
局

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

「
近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会

か
ら
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
」

会
報
の
原
稿
募
集

総 会

和
や
か
に
話
が
は
ず
み
ま
す

素敵でした ハワイアン

まちかど散歩みち

桑
村

隆
会
長

〒
五
二
〇-

二
二
七
九

大
津
市
黒
津
二
丁
目
一-

七

八
田
恵
美
子
副
会
長

〒
五
六
六-

〇
八
一
四

吹
田
市
山
田
東
四-

三
五-

一-

八
一
〇

田
村

功
事
務
局
長

〒
五
三
八-

〇
〇
四
二

大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中
五-

二-

三-

三
〇
二

原

稿

は

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す

第６回

関東阿波かつうら会

総 会

（日）



４

応
募
部
門

「
小

説
」

原
稿
用
紙
三
十
枚
以
内
、
一
人
一
編

「
文
芸
評
論
」

原
稿
用
紙
二
十
枚
以
内
、
一
人
一
編

「
戯
曲
・
脚
本
」

原
稿
用
紙
五
十
枚
以
内
、
一
人
一
編

「
児
童
文
学
」

原
稿
用
紙
二
十
枚
以
内
、
一
人
一
編

「
随

筆
」

原
稿
用
紙
三
枚
以
内
、
一
人
一
編

「
現

代

詩
」

原
稿
用
紙
二
枚
以
内
、
一
人
一
編

「
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
」

一
人
二
首
も
し
く
は
二
句
以
内

※
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
の
応
募
は
官
製
ハ

ガ
キ
で
行
い
、
種
別
を
明
記
し
、
作
品

を
楷
書
で
書
く（
ワ
ー
プ
ロ
も
可
）。

※
全
て
の
作
品
の
末
尾
に
は
、
住
所
・
氏

名
（
雅
号
が
あ
る
場
合
は
併
記
）
・
ふ

り
が
な
・
電
話
番
号
を
書
く
。

応
募
資
格

徳
島
県
内
に
在
住
す
る
者

応
募
締
切

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日

当
日
消
印
有
効

発

表

十
二
月
中
旬
新
聞
紙
上
に

発
表
予
定

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
県
民
環
境
部
文
化
国
際
課
内

と
く
し
ま
県
民
文
芸
係

〇
八
八
―
六
二
一
―
二
二
五
六

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
八
八
―
六
二
一
―
二
八
五
〇

町
営
住
宅
に
空
き
室
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
十
四
年
七
月
一
日

～

七
月
十
五
日

ま
で
の
間

入
居
申
込
先

役
場
住
民
課

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し

て
い
ま
す
）

二
―
一
五
〇
一

募
集
住
宅
名

久
保
住
宅
（
坂
本
）
一
戸
分

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階

建
て
三
Ｄ
Ｋ

共
通
応
募
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有

す
る
方
。ま
た
、現
在
町
外
で
住
ん
で

い
る
方
で
あ
っ
て
も
入
居
決
定
後
本

町
に
住
所
を
移
し
引
き
続
き
生
活
す

る
方
を
含
む
。

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る

こ
と
（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額

二
十
万
円
以
下
）。

家
賃
お
よ
び
敷
金
を
支
払
す
る
能
力

を
有
す
る
こ
と
。

入
居
者
に
は
、
二
名
の
連
帯
保
証
人

が
必
要
で
す
。

犬
猫
等
他
人
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト

の
飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃

家
賃
は
入
居
者
全
員
の
所

得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
一
か
月
二

万
円
か
ら
三
万
五
千
円
程
度
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
家
賃
は
毎
年
所
得
に
よ

り
改
正
さ
れ
ま
す
。

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
か

月
分
が
必
要
で
す
。

入
居
の
時
期

平
成
十
四
年
八
月
一
日

（
予
定
）

選

考

勝
浦
町
町
営
住
宅
設
置
お

よ
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る
。

総 務 課 ２－２５１１
soumu@town.katsuura.tokush ima.jp
議会事務局 ２－２５１３
gika i@town.katsuura.tokush ima.jp
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura.tokushima.jp
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokush ima.jp

税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsuura.tokush ima.jp
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokush ima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura.tokush ima.jp
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyou iku@town.katsuu ra.tokushima.jp

情報アラカルト

平
成
十
四
年
度

「
と
く
し
ま
県
民
文
芸
」

作
品
募
集

教
育
委
員
会

募 集

町
営
住
宅
入
居
者

募
集
に
つ
い
て

住

民

課

（月）

（木）

（月）

（月）

（１）（２）（３）（４）（５）



５

七
月
七
日

毎
年
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第
一
日

曜
日
を
全
町
一
斉
清
掃
日
と
定
め
、
環
境

美
化
の
向
上
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、「
清
流

に
緑
映
え
人
輝
く
ま
ち
」
づ
く
り
に
成
果

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

今
月
も
七
月
七
日
を
全
町
一
斉
清
掃
日

と
し
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
各
地
区
の
区

長
さ
ん
や
保
健
部
長
さ
ん
の
指
示
に
従
っ

て
、
地
区
の
実
情
に
合
っ
た
方
法
で
一
戸

に
一
人
は
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
一

般
選
挙
が
七
月
七
日

に
執
行
さ
れ
る
予

定
で
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

告
示
日
・
立
候
補
届
日

七
月
二
日

選
挙
期
日

投
・
開
票
日

七
月
七
日

詳
し
く
は
勝
浦
町
選
挙
管
理
委
員
会

（

二
―
一
五
〇
一
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日

時

七
月
二
十
九
日

午
後
一
時
三
十
分
～

場

所

高
鉾
公
民
館
（
上
勝
町
）

午
後
〇
時
三
十
分
に
勝
浦
町
役
場
前
に
集

合
し
、
福
祉
バ
ス
で
現
地
へ
出
発
し
ま
す
。

お知らせ

勝
浦
町

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

住

民

課

勝
浦
郡
人
権
啓
発
推
進

協
議
会
総
会
の
ご
案
内

教
育
委
員
会

●この資金のご利用対象者は
①徳島県に住所を有していること。

②県内の事業所に２年以上継続して勤務

していること。

③本人の収入が1,440万円以下であること。

④育児休業者生活費については育児休業

取得者で同一事業所に復職する者

●教育資金の対象となる教育機関
高等学校・高等専門学校および大学

（短大・大学院を含む。）

盲学校、聾学校および養護学校の高等部

専修学校

●詳しくは【ろうきん】へお問い合わ
せください。
四国労働金庫小松島支店

TEL 08853-2-1111・FAX 08853-2-4265

勤
労
者
の
皆
さ
ん
、

徳
島
県
が
応
援
し
ま
す
。

あ
な
た
の
生
活
資
金
！

第
二
回

全
町
一
斉
清
掃

住

民

課

※ 表示金利は年率（固定金利）
※ 保証料別途必要です
※ 保証協会の保証が受けられる方

（平成14年４月１日現在）
区 分 融資金利 融資限度額 返済期間

自動車購入資金 2.90％ 250万円 ５年以内

教 育 資 金 2.20％
自宅 100万円
県内 200万円
県外 300万円

10年以内
４年間元金
据置可

医 療 費 2.20％ 100万円 10年以内

冠 婚葬祭 資金 2.20％ 100万円 10年以内

出 産 費 2.20％ 100万円 10年以内

育児休業者生活費 1.50％ 100万円 ５年以内

●徳島県ライフサイクル資金貸付制度は、勤労者のための融資制度です●

●徳島県ライフサイクル資金貸付制度は、徳島県と四国労働金庫との提携金庫です●

徳島県勤労者ライフサイクル資金制度

（月）

（火）（日）

（日）

（日）



畑総末端施設、組合員の皆さまは、使

用料等第１期分の納付月（７月中旬～８

月中旬）となっています。口座引き落と

しとなっている地区については、残高を

ご確認してください。また、集金する地

区については、地元委員が回りますので

よろしくお願いします。

なお、近日中にメーター検針員が各施

設等を回りますので、メーター付近の整

理整とんをお願いします。

６

わ
ん
ぱ
く
教
室

日

時

毎
週
水
曜
日
午
前
十
時
～

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室･

園
庭
）

二
―
三
〇
七
七

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
の
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

わ
ん
ぱ
く
教
室
の
申
し
込
み
児
（
六
月
現

在
）は
四
十
八
人
で
、次
の
よ
う
な
状
況
で
す
。

四
歳
（

一

人
）

三
歳
（

五

人
）

二
歳
（
十
五
人
）

一
歳
（
十
三
人
）

〇
歳
（
十
四
人
）

み
ん
な
で
一
緒
に
子
育
て
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
多
数
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

育
児
相
談
事
業

「
た
い
へ
ん
」「
困
っ
た
」
と
思
う
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
せ
ん
か
？

育
児
書
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
に
育
っ

て
な
い
か
ら
心
配
？

い
ろ
い
ろ
な
育
児
不
安
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
気
楽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

時

間

平
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

七
月
二
十
一
日

～
七
月
三
十
一
日

ま
で
の
十
一
日
間
は
「
森
と
湖
に
親
し
む

旬
間
」
で
す
。

正
木
ダ
ム
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
に

勝
浦
川
上
流
に
あ
る
唯
一
の
ダ
ム
、
勝
浦

川
源
流
域
周
辺
の
自
然
等
水
源
地
の
重
要

性
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
一
層
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
ダ
ム
見
学
会
等
を
行
い

ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
と
ふ
れ
あ
い
、「
ふ

れ
あ
い

さ
わ
や
か

森
と
湖
」
を
テ
ー
マ

に
、「
水
源
地
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

正
木
ダ
ム
の
見
学
に
来
ら
れ
た
方
に
は

旬
間
中
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

場

所

勝
浦
郡
上
勝
町
正
木

正
木
ダ
ム
管
理
所

内

容

①
ダ
ム
見
学
会

（
ダ
ム
操
作
室
、
堤
体
内
の

一
般
公
開
）

②
森
林
の
パ
ネ
ル
展

実
施
期
間

期
間
中
毎
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
徳
島
土
木
事
務
所

ダ
ム
管
理
課
管
理
係

〇
八
八
五
四
―
五
―
〇
三
一
一

畑総水利用について

勝浦土地改良区

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

福

祉

課

正
木
ダ
ム
か
ら
の

お
知
ら
せ

建

設

課

七
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

17日 10日 ３日

○
う
ち
わ
づ
く
り
を
す
る

○
七
月
生
の
お
誕
生
会
を
す
る

○
親
子
で
体
操
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど

○
親
子
歯
科
検
診

○
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○
七
夕
の
集
い

金
魚
す
く
い
・
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り

短
冊
飾
り
な
ど

○
お
誕
生
児
の
写
真
撮
影

畑
総
末
端
施
設

を
上
水
道
管
に
は

絶
対
に
接
続
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

注 意

（水）

（日）

（水）

（水）（水）
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夏
の
行
事
番
組
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
る
二
十
四
時
間
テ
レ
ビ
「
愛
は
地
球

を
救
う
」
を
今
年
も
ま
た
見
ま
し
た
。

「
五
体
不
満
足
」
を
読
ん
だ
あ
と
だ
っ

た
た
め
に
違
っ
た
方
向
か
ら
見
る
事
が

で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

番
組
の
中
身
は
、
毎
年
障
害
を
乗
り

越
え
て
、
い
ろ
ん
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
映
像
が
映
し
出
さ
れ
、
人
々
に
勇

気
と
感
動
を
与
え
る
内
容
で
す
。
今
ま

で
は
、
健
常
者
で
も
な
か
な
か
で
き
な

い
事
を
、
障
害
者
が
な
し
と
げ
る
と
、

私
も
特
別
な
人
が
特
別
な
事
を
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
と
ら
え
、
感
激
し
て
き

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
で
も
、「
五
体

不
満
足
」
を
読
む
と
、
障
害
者
・
健
常

者
と
い
う
言
葉
を
使
う
事
す
ら
も
抵
抗

を
感
じ
ま
す
。
本
の
中
で
彼
が
「
障
害
」

を
「
不
便
」
と
い
う
言
葉
に
変
え
て
い

ま
す
。
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
も
「
障
害
は

不
便
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
幸
で
は
な

い
。」
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

障
害
者
に
対
し
て
「
不
幸
で
気
の
毒
な

人
」
と
い
う
考
え
を
隠
そ
う
と
、
無
意

識
に
心
の
バ
リ
ア
を
築
い
て
い
た
自
分

に
問
い
か
け
た
二
十
四
時
間
で
し
た
。

障
害
は
、
体
以
外
に
、
心
の
障
害
を

持
っ
て
生
き
て
い
る
人
た
ち
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
私
の
父
は
、
歯
科
医
療
を

二
十
数
年
や
っ
て
い
ま
す
。
開
業
し
て

す
ぐ
に
、
近
く
の
精
神
病
院
の
事
務
長

さ
ん
か
ら
、
入
院
患
者
の
歯
の
治
療
を

し
て
く
れ
な
い
か
、
と
頼
ま
れ
た
そ
う

で
す
。
父
は
、「
患
者
が
精
神
病
！
」
と

い
う
そ
の
言
葉
が
頭
か
ら
離
れ
な
く
て

す
ぐ
に
返
事
が
で
き
ず
、
そ
の
日
は
帰
っ

て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。
一
緒
に
仕
事

を
し
て
い
る
母
と
長
い
話
し
合
い
が
あ
っ

た
の
は
当
然
の
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
ど
ん
な
人
た
ち
な
の
か
、
自
分
た
ち

の
意
志
が
果
た
し
て
通
じ
る
の
か
」
と

い
う
、
い
く
つ
も
の
不
安
の
た
め
迷
い

ま
し
た
が
、
医
療
に
差
別
が
あ
っ
て
は

い
け
な
い
と
、
開
業
し
た
て
の
若
か
っ

た
父
は
、
次
の
日
快
く
承
諾
し
た
そ
う

で
す
。

さ
っ
そ
く
看
護
師
さ
ん
に
付
き
そ
わ

れ
て
来
院
し
た
五
人
の
患
者
さ
ん
を
見

た
両
親
と
衛
生
士
さ
ん
た
ち
は
、
ど
う

接
し
て
よ
い
の
か
ど
ぎ
ま
ぎ
し
た
そ
う

で
す
。
口
の
中
は
、
何
年
も
歯
み
が
き

し
た
様
子
も
な
く
、
想
像
以
上
だ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
治
療
が
終
っ
た
あ
と
、

無
表
情
の
顔
か
ら
言
葉
に
な
ら
な
い
お

礼
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、
熱
い
も
の
を

感
じ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
す
べ
て

が
う
ま
く
い
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

意
志
の
疎
通
が
な
か
な
か
で
き
な
く
て

何
度
断
ろ
う
か
と
悩
ん
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
一
般
の
患
者
さ
ん
か

ら
「
一
緒
に
治
療
を
受
け
た
く
な
い
」

と
い
う
声
が
出
始
め
た
そ
う
で
す
。
患

者
を
差
別
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
つ

つ
も
試
行
錯
誤
の
上
、
土
曜
日
を
週
に

一
度
の
病
院
の
患
者
の
診
療
日
と
決
め

ま
し
た
。
今
で
も
そ
う
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
あ
れ
か
ら
二
十
数
年
の
間

に
、
二
つ
う
れ
し
い
結
果
が
出
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
は
、
一
般
の
患
者
さ
ん
が

土
曜
日
に
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
事
と
、
病
院
の
患
者
さ
ん
の
歯
み
が

き
が
定
着
し
た
事
で
し
た
。

私
は
最
近
、
第
二
土
曜
日
に
時
々
、

職
場
体
験
と
し
て
自
分
の
で
き
る
仕
事

を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
土
曜
日
な
の
で

例
の
患
者
さ
ん
た
ち
が
十
人
く
ら
い
来

ま
す
。
耳
学
問
を
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
異
様
な
雰
囲
気
に
、
ど
う
し

て
も
普
通
に
接
す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
の
さ

ば
さ
ば
と
冗
談
ま
じ
り
に
気
軽
に
話
し

か
け
て
い
る
姿
に
は
、
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、「
彼
ら
は
素
直
で
優

し
い
心
の
持
ち
主
が
多
く
、
私
た
ち
の

態
度
を
敏
感
に
感
じ
と
る
し
、
感
情
を

ス
ト
レ
ー
ト
に
出
し
て
く
る
か
ら
、
つ

き
合
い
や
す
い
よ
」
と
あ
っ
け
ら
か
ん

に
言
っ
た
母
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

「
正
直
で
素
直
な
人
」

見
方
を
変

え
る
事
に
よ
っ
て
、
全
く
違
っ
た
受
け

止
め
方
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、

精
神
病
を
患
っ
て
い
る
人
た
ち
と
長
い

間
向
か
い
合
い
、
仕
事
を
す
る
事
に
よ
っ

て
得
た
一
つ
の
解
答
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

障
害
者
の
誰
も
が
、
生
ま
れ
つ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
常
者
で
も
、
事
故

や
病
気
で
不
自
由
な
体
に
な
る
事
も
あ

り
え
ま
す
。
心
の
病
気
に
か
か
っ
た
人

は
、
自
分
の
気
持
ち
を
ま
わ
り
の
人
た

ち
に
、
上
手
に
伝
え
る
事
が
で
き
な
く

な
っ
た
人
た
ち
で
す
。
し
か
し
、
世
の

中
は
、
そ
ん
な
人
た
ち
を
偏
見
と
差
別

の
た
め
、
受
け
入
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

「
五
体
不
満
足
」
を
読
ん
で
一
番
印

象
に
残
っ
た
事
は
、
生
ま
れ
て
一
か
月

後
に
、
両
手
両
足
の
な
い
我
が
子
と
対

面
し
た
お
母
さ
ん
の
「
ま
あ
、
か
わ
い

い
」
と
言
っ
た
言
葉
で
し
た
。
こ
の
言

葉
に
大
き
な
深
い
人
間
愛
を
感
じ
ま
し

た
。
乙
武
さ
ん
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に

「
障
害
を
不
便
な
事
」
と
、
言
い
き
れ

る
生
き
方
が
で
き
る
よ
う
な
、
障
害
者

に
対
し
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
が
実

現
す
る
世
の
中
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
し
た
。

私
も
本
や
体
験
学
習
を
通
し
て
お
互

い
が
、
違
い
を
認
め
合
い
、
広
い
心
と

思
い
や
り
を
持
つ
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
生
き
る
事
」
の
す
ば
ら

し
さ
と
、
楽
し
さ
を
共
に
分
か
ち
合
え

る
仲
間
作
り
を
、
め
ざ
そ
う
と
思
い
ま

し
た
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

共に生きる

かたりあうページ
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長
野
と
く
は
る

選

か
つ
う
ら
柳
壇

共
白
髪
愛
す
れ
ば
こ
そ
明
日
が
あ
る

久

国

美
馬
真
由

あ
の
世
ま
で
愛
の
絆
を
保
ち
た
い

沼

江

駒
津
こ
つ
ゆ

老
い
ら
く
の
恋
は
失
せ
て
も
愛
が
あ
る

横

瀬

前
田
好
月

愛
着
が
洋
服
ダ
ン
ス
溢
れ
さ
す

横

瀬

桜
木
千
代

愛
よ
り
も
元
気
が
ほ
し
い
六
十
路

坂

本

平
尾
智
男

困
難
を
越
え
て
深
ま
る
夫
婦
愛

棚

野

島

つ
と
む

愛
の
鞭
だ
っ
た
と
父
を
懐
か
し
む

中

山

山
下
ふ
さ
を

愛
し
い
孫
の
甘
え
に
負
け
て
玩
具
買
う

与
川
内

武
田
裸
天

母
の
愛
杖
に
す
が
れ
ど
忘
ら
れ
ぬ

立

川

岩
本
よ
し
お

こ
の
歳
に
な
っ
て
身
に
沁
む
母
の
愛

横

瀬

日
下
克
子

荒
波
に
揉
ま
れ
て
わ
か
る
親
の
愛

棚

野

竹
田
あ
ゆ
み

〈
評
〉
お
四
国
さ
ん
を
廻
ら
れ
た
方
は
、
た

し
か
讃
岐
の
何
番
か
の
お
札
所
に
「
歯

が
抜
け
て
か
ら
噛
み
し
め
る
親
の
愛
」

と
い
う
句
が
、
刻
ま
れ
て
い
る
の
を
見

ら
れ
た
と
思
う
。
そ
の
通
り
で
若
い
う

ち
は
、
親
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
者
は

少
な
い
。
本
当
に
苦
労
を
越
え
て
、
親

の
気
持
ち
が
わ
か
る
の
が
、
人
生
の
常

で
あ
ろ
う
か
。

み
か
ん
畑
杉
や
檜
に
変
わ
り
果
て

立

川

前
田
千
恵

過
疎
の
町
安
値
み
か
ん
が
拍
車
か
け

横

瀬

桜
木
千
代

暴
落
の
み
か
ん
の
山
を
じ
っ
と
見
る

棚

野

穏
台

綾

採
り
終
え
て
ほ
っ
と
息
づ
く
み
か
ん
の
木

坂

本

平
尾
智
男

黄
金
の
み
か
ん
時
代
を
懐
か
し
む

久

国

美
馬
真
由

鹿
背
山
を
包
み
し
み
か
ん
今
は
夢

与
川
内

武
田
裸
天

こ
の
里
に
明
か
り
を
点
け
た
の
も
み
か
ん

生

名

岩
本
敏
子

世
は
変
わ
り
み
か
ん
御
殿
は
ひ
と
昔

立

川

岩
本
よ
し
お

一
つ
づ
つ
手
掛
け
た
み
か
ん
味
が
あ
る

沼

江

駒
津
こ
つ
ゆ

お
し
ゃ
べ
り
に
み
か
ん
採
る
手
を
奪
わ
れ
る

立

川

堀

梅
子

高
い
安
い
は
知
ら
ぬ
と
み
か
ん
花
咲
か
す

棚

野

島

つ
と
む

切
り
落
と
す
み
か
ん
は
涙
か
も
知
れ
ぬ

棚

野

竹
田
あ
ゆ
み

裏
作
を
詫
び
つ
つ
案
内
み
か
ん
狩
り

立

川

堀

梅
子

ふ
く
よ
か
に
み
か
ん
の
香
り
我
が
住
み
家

横

瀬

呑
口
精
一
郎

み
か
ん
の
会
缶
コ
ー
ヒ
ー
で
ぼ
や
い
て
る

横

瀬

前
田
好
月

み
か
ん
一
つ
分
け
合
う
て
か
ら
旅
の
友

横

瀬

中
田
万
里

み
か
ん
剥
く
拘
り
ひ
と
つ
解
く
よ
う
に

横

瀬

日
下
美
里

嫁
が
来
ぬ
み
か
ん
の
里
に
な
り
ま
し
た

中

山

山
下
ふ
さ
を

〈
評
〉
戦
後
の
み
か
ん
の
黄
金
時
代
を
思
う

と
、
昨
今
の
み
か
ん
の
値
段
は
、
生
産

者
に
と
っ
て
大
変
き
び
し
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

す
べ
て
非
情
と
も
言
え
よ
う
。

み
か
ん
へ
の
愛
着
と
、
若
者
の
み
か

ん
離
れ
に
栽
培
者
は
、
二
重
の
苦
し
み

が
あ
る
の
だ
。
ど
う
か
ま
た
光
の
差
す

こ
と
を
願
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

蛙
の
声
賑
わ
し
く
な
り
夜
が
更
け
る

棚

野

北
島
ア
サ
ノ

親
子
の
蛇
横
切
っ
て
い
る
山
の
道

棚

野

北
島
ア
サ
ノ

エ
プ
ロ
ン
が
似
合
っ
て
若
い
お
ば
あ
さ
ん

棚

野

殿
川
早
苗

仏
壇
の
花
す
っ
き
り
と
朝
の
吉

棚

野

殿
川
早
苗

そ
よ
風
は
地
球
の
ハ
ミ
ン
グ
か
も
知
れ
ぬ

棚

野

田
中
思
葦

若
返
る
術
な
ら
足
が
知
っ
て
い
る

棚

野

田
中
思
葦

流
行

は
や
り

よ
り
体
型
に
合
う
服
選
ぶ

横

瀬

関
東
紀
美

反
対
を
つ
ら
ぬ
き
と
お
し
た
新
所
帯

横

瀬

関
東
紀
美

一
言
の
詫
び
が
言
え
な
い
日
の
焦
り

棚

野

穏
台

綾

金
婚
の
妻
に
あ
げ
た
い
感
謝
状

横

瀬

呑
口
精
一
郎

無
為
に
過
ご
す
時
間
の
多
く
な
っ
た
老
い

横

瀬

中
田
万
里

芸
の
な
い
私
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

立

川

前
田
千
恵

厨
房
を
磨
き
心
の
城
に
す
る

生

名

岩
本
敏
子

〈
評
〉
生
活
に
た
る
み
が
で
き
る
と
、
毎
日

の
張
り
合
い
が
な
く
て
、
掃
除
や
洗
濯

ま
で
も
し
ん
ど
く
な
っ
て
く
る
。
厨
房

の
光
り
は
充
実
し
た
毎
日
を
約
束
し
て

く
れ
る
で
あ
ろ
う

｢

心
の
城｣

と
言
う

表
現
は
、
暮
ら
し
の
全
て
に
輝
き
を
持

つ
よ
う
で
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。

題

「
愛
」

題

「
み
か
ん
」

雑

詠

秀

句

秀

句

次
回
作
品
募
集

七
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香

月

八
月
一
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

秀

句



９

駐
在
所
だ
よ
り

少年犯罪については、凶悪化、粗暴化が

著しく、少年非行情勢は深刻な状況が続い

ております。また、児童虐待が大きな社会

問題となっています。

今日の少年非行の原因・背景については

少年自身の規範意識の希薄化、家庭での教

育の在り方、地域社会の少年問題への無関

心、少年を取り巻く環境の悪化等さまざま

な要因が複雑に絡み合っているものと考え

られています。また、最近では、インター

ネットや携帯電話の出会い系サイトを利用

した犯罪等少年犯罪は社会を反映した事件

であるとも言われているところであります。

スローガン

地域ぐるみで健全育成
～ともに育む 豊かな心と生きぬく力～

第25回「防ごう！少年非行」
県民総ぐるみ運動

～平成14年交通安全参加日～

徳島県交通安全対策協議会が提唱する交通安全参加日は、

次のとおりです。

皆さんも進んで交通安全に参加しましょう。

☆毎月５日 高齢者等に優しくする日
（高齢者等交通弱者を保護する意識の醸成を図るとともに交

通ルールの遵守と交通マナーの実践を図る。）

☆毎月10日 シートベルト等着用推進デー
（シートベルトおよびチャイルドシートの着用の徹底を図る。）

☆毎月20日 県民交通安全参加日
（県民の交通安全意識を高めるため

交通安全活動に参加する日とする。）

☆８月19日 バイクの日

（二輪車の安全な利用を促進する。）

忘れていませんか シートベルト

例
年
、
春
か
ら
夏
期
に
か

け
て
は
、
暴
走
族
グ
ル
ー
プ

が
新
た
に
結
成
さ
れ
た
り
組

織
の
再
編
成
が
行
わ
れ
、
そ

の
勢
力
を
誇
示
し
よ
う
と
頻

繁
に
暴
走
行
為
が
行
わ
れ
ま

す
。深

夜
に
騒
音
を
ま
き
散
ら

し
、
集
団
的
、
単
発
的
に
爆

音
暴
走
す
る
暴
走
族
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
方
は
多
い
と
思

い
ま
す
。

警
察
で
は
、
交
通
秩
序
の

確
保
と
安
全
で
静
か
な
夜
を

守
る
た
め
、
七
月
中
を
「
暴

走
族
お
よ
び
整
備
不
良
車
両

の
取
締
り
強
化
月
間
」
と
し

て
暴
走
族
に
対
す
る
取
締
り

を
一
層
強
化
し
ま
す
。

暴
走
族
の
追
放
は
、
地
域

ぐ
る
み
の
活
動
が
必
要
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お父さん、お母さん、

子どもを守るのはあなたです

落
ち
た
後
で
は
、も
う
お
そ
い

照
り
つ
け
る
太
陽
を
体
い
っ
ぱ
い
に
浴

び
て
、
子
ど
も
た
ち
が
水
に
は
し
ゃ
ぐ
姿

は
ほ
ほ
え
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
例
年
こ

の
時
期
に
は
痛
ま
し
い
水
難
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
次
の
こ
と

に
注
意
し
あ
っ
て
水
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〇
自
宅
付
近
の
池
や
用
水
路
等
の
危
険

な
場
所
の
点
検
を
す
る
。

〇
幼
児
か
ら
絶
対
に
目
を
離
さ
な
い
。

〇
子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
は
絶
対
に
さ

せ
な
い
。

〇
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

を
見
か
け
た
ら
、
ひ
と
声
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

安全の

シートベルト

非行防止は家庭から

怖い 水の事故

地
域
ぐ
る
み
で

暴
走
族
追
放
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野外焼却の禁止についてのお願い
廃棄物の減量化を進めるとともに、安全

で適正に廃棄物を処理することが、強く求

められています。

廃棄物の処理および清掃に関する法律が

改正され、平成13年４月１日から、一定の

例外を除いて、廃棄物の野焼を禁止し、違

反した場合には、罰則の対象（３年以下の

懲役若しくは300万円以下の罰金又はこの

併科）とすることが規定されています。

この改正は、廃棄物の野外焼却を直接罰

の対象とすることによって、悪質な廃棄物

の不適正処理を防止することを目的として

います。

市町村の定める基準に従ったごみの分別

や排出を行うなど、廃棄物の適正な処理を

行い、豊かで美しい環境が保全されるよう

町民の皆さんのご理解とご協力をお願いし

ます。

お問い合わせ先 役場住民課 ２－1501

区 分 事 例

国又は地方公共団体が、その施
設の管理を行うために必要な廃
棄物の焼却

○河川管理者による河川管理を
行うための伐採した草木等の
焼却

○海岸管理者による海岸の管理
を行うための漂着物等の焼却

震災、風水害、火災、凍霜害そ
の他の災害の予防、応急対策又
は復旧のために必要な廃棄物の
焼却

○凍霜害防止のための稲わらの
焼却

○災害時における木くず等の焼却
○道路管理のために剪定した枝

条の焼却

風俗慣習上又は宗教上の行事を
行うために必要な廃棄物の焼却

○どんど焼き等の地域の行事に
おける不要となった門松、し
め繩等の焼却

農林漁業を営むためにやむを得
ないものとして行われる廃棄物
の焼却

○農業者が行う稲わらの焼却
○林業者が行う伐採した枝条の
焼却

○漁業者が行う魚網に付着した
海産物の焼却

たき火等、日常生活を営む上で
通常行われる廃棄物で軽微なもの

○たき火、キャンプファイヤー
を行う際の木くずの焼却

焼却禁止の例外となる野外焼却の事例について

ククリリーーンン情情報報

自
然
に
恵
ま
れ
た
我
が
町
で
も
、
テ

レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
家
電
製
品
、
自

転
車
、
タ
イ
ヤ
、
日
用
品
な
ど
様
々
な

物
が
不
法
に
投
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
も
の
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
な
い
ば
か
り
か
、
環
境
に
も
悪
影
響

を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。

町
で
は
、
不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
不
法
投

棄
の
防
止
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
環
境
監
視
員

と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
時
に
は
、
直
ち

に
町
や
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

罰
則
が
強
化
さ
れ
る

不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二

年
十
月
の
法
改
正
に
よ
り
、
罰
則
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
。

不
法
投
棄
を
し
た
場
合
に
は
、
五
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
千
万
円
以
下
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
法
人
が
不
法
投
棄
を
し
た
場

合
に
は
、
一
億
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

ご
み
の
量
や
質
に
関
係
な
く
、
身
近

な
ポ
イ
捨
て
か
ら
、
し
な
い
・
ゆ
る
さ

な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

み
ん
な
が
環
境
監
視
員

廃棄物の野外焼却禁止について
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７月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
火
曜
日

（２日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日

（９日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
３
火
曜
日

（16日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

４

火

曜

日

（23日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

７月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日

（１日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日

（８日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日

（15日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（22日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指 定 場 所 勝浦町大字中角・勝浦町農村婦人の家
敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙

チラシが入っているのは大丈夫です。それ以外
は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は、
破って段ボールの方へ入れてください。

※段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

今月の回収日 ７月６日 午前９時まで

【
お
願
い
】
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
絶
対
に
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
！
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫

が
い
る
方
は
役
場
住
民
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
役
場
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

七
月

十

日

●

七
月
二
十
四
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。 （水）

（土）

（水）

（１）
（２）

（３）

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表
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国保と医療費

勝浦町国民健康保険に加入している方で年齢が40歳から69歳までの方。

ただし、老人保健法による医療受給証の交付を受けられている方は対象

になりません。
対象者

申し込み方法 国民健康保険被保険者証、印鑑をご持参のうえ、勝浦町税務課へ

お申し込みください。

申し込み締切日 定数になりしだい締め切ります。

※詳しくは勝浦町役場税務課国保係〈 ２-1503〉までお問い合わせください。

申し込み方法 国民健康保険被保険者証、印鑑をご持参のうえ、勝浦町税務課へお申し込みく

ださい。

申し込み締切日 定数になりしだい締め切ります。

※詳しくは勝浦町役場税務課国保係〈 ２-1503〉までお問い合わせください。

人間ドック成人病検診 を受けてみませんか脳ドック

検
査
項
目

内
科
診
察

血
圧
測
定
、
身
体
測
定

外
科
診
察

甲
状
腺
、
乳
ガ
ン
検
診

尿

検

査

蛋
白
、
糖
、
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
、
潜
血

便

検

査

ヒ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

血
液
検
査

赤
血
球
数
、
白
血
球
数
、
血
色
素
数
、
血
小
板
数
、

ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
値
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
、
Ｌ
Ｄ
Ｈ
、

ｒ
‐
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
Ｚ
Ｔ
Ｔ
、
Ｔ
‐
Ｂ
ｉ
Ｌ
、
Ｌ
Ａ
Ｐ
、
Ｔ
Ｐ
、

蛋
白
分
画
、
Ｔ
‐
Ｃ
Ｈ
Ｏ
、
Ｔ
Ｇ
、
Ｂ
Ｕ
Ｎ
、
Ｕ
Ａ
、
Ｎ
ａ
、

Ｃ
１
、
Ｋ
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、
血
糖
、
Ｈ
Ｂ
Ｓ
抗
原
、

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
Ⅲ

Ｘ
線
及
び
超
音
波
検
査

胸
部
単
純
撮
影
、
胃
・
十
二
指
腸
造
影
撮
影
、
腹
部
超
音
波

心
臓
検
査

心

電

図

費

用

三
万
六
千
円
（
自
己
負
担
五
千
四
百
円
・
補
助
金
額
三
万
六
百
円
）

医
療
機
関

国
民
健
康
保
険
勝
浦
病
院

期

間

平
成
十
四
年
九
月
十
八
日
か
ら
十
月
二
十
九
日
ま
で
の
病
院
指
定
日

募
集
人
数

三
十
人
（
申
し
込
み
順
と
し
ま
す
）

人
間
ド
ッ
ク

検
査
項
目

神
経
学
的
検
査
、
高
次
脳
機
能
、
血
小
板
凝
集
脳
検
査
、
聴
力
検
査
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ(

脳
の
断
面
図)

、
Ｍ
Ｒ
Ｉ(

脳
血
管
の
画
像
診
断)

、
頚
部
頚
動
脈

費

用

四
万
九
百
五
十
円
（
自
己
負
担
六
千
百
円
・
補
助
金
額
三
万
四
千
八
百
五
十
円
）

医
療
機
関

阿
南
共
栄
病
院

期

間

平
成
十
四
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
十
五
年
二
月
十
三
日
ま
で
の
病
院
指
定
日

募
集
人
数

三
十
人
（
申
し
込
み
順
と
し
ま
す
）

脳
ド
ッ
ク
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みんなの健康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

２ 火 総 合 健 診 ８:00～10:00 坂本 集 会所 40歳以上の一般住民 問 診 票

３ 水 総 合 健 診 ８:00～10:00 生名センター 40歳以上の一般住民 問 診 票

８ 月
健康相談・介護教室 13:00～15：00 中角 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

デ イ ・ ケ ア
「 た ん ぽ ぽ の 会 」

13:30～15：30
住 民 福 祉
セ ン タ ー

会 員

９ 火
婦 人 が ん 検 診
骨 粗 鬆 症 検 診

13:00～14:30 農村婦人の家 30歳以上の女性 問 診 票

11 木 総 合 健 診 ８:00～10:00
農村環境改善
セ ン タ ー

40歳以上の一般住民 問 診 票

12 金 総 合 健 診 ８:00～10:00
農村環境改善
セ ン タ ー

40歳以上の一般住民 問 診 票

15 月
婦 人 が ん 検 診
骨 粗 鬆 症 検 診

13:00～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

30歳以上の一般住民 問 診 票

17 水 健 康 相 談 ９:30～11：00
今山ふれあい
交 流 館

一 般 住 民

18 木 妊 婦 教 室 ９:30～14：00
農村環境改善
セ ン タ ー

妊婦（11日までに福祉課
へ申し込んでください）

19 金
２歳児健康診査・歯科診査
（希望者にはフッ素塗布をします）

13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成12年1月１日～６月
30日までに生まれた子

母子健康手帳

22 月 健 康 相 談 10:00～11：30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

23 火
健康相談・母と子の
健 康 教 室

９:30～14:30 石原 集 会所 乳幼児とその家族 健 康 手 帳

24 水
健康相談・母と子の
健 康 教 室

９:30～14:30
沼江コミュニ
ティセンター

乳幼児とその家族 健 康 手 帳

25 木 総 合 健 診 ８:00～10:00
農村環境改善
セ ン タ ー

40歳以上の一般住民 問 診 票

26 金

離 乳 食 講 習 13:00～13:40
農村環境改善
セ ン タ ー

平成13年11月１日～14年
５月31日までに生まれた子

母子健康手帳

乳 児 健 康 診 査 13:40～15:00

29 月 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:30 掛谷 集 会所 乳幼児とその家族

31 水 食生活改善推進委員研修会 ９:30～15:00
住 民 福 祉
セ ン タ ー

ヘスルメイト エ プ ロ ン

７月の保健行事 〈問い合わせ先 福祉課保健師へ 2-1502〉

定
期
的
な
健
診
は
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
な
ど
、
か
ら
だ
の
異

常
の
有
無
を
発
見
す
る
ほ
か
、
自

分
の
健
康
状
態
を
継
続
し
て
把
握

で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
検
査
結
果
か
ら
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
良
い
機
会
で
も
あ
り

ま
す
。

町
で
は
、
各
地
区
を
巡
回
し
て

総
合
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

年
に
一
度
は
積
極
的
に
受
診
し
、

健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
で

配
布
さ
れ
る
愛
育
班
だ
よ
り
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

福
祉
課

保
健
師(

二
―
一
五
〇
二)

健
康
な
と
き
こ
そ
、

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

定
期
健
診
は

生
活
習
慣
病
予
防
の
第
一
歩
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保 健 だ よ り

病気になる前に予防接種を受けましょう
今年度の日本脳炎の予防接種は７月末で終了します。

予防接種説明書、予防接種ガイドブック、予防接種券等を確認の上、計画性をもっ
て定期接種内に受けましょう。

※任意接種となった場合は、自己負担額が5,000円となります。その場合は医療機関

窓口に直接支払ってください。

※接種を受ける場合は予約が必要ですので、あらかじめ医療機関へ申し込みください。

お問い合わせ 役場福祉課保健師 ２-1502

日 本 脳 炎

病 状

日本脳炎に感染しているブタから人へコガタアカイエ蚊が介
し、発病させる。潜伏期は７～10日で高熱・頭痛・意識障害・
けいれんなどを主徴とし、重症化することがあります。

対象年齢

（定期接種）

１期初回 生後６～90月未満、２回接種

１期追加 生後６～90月未満（１期初回終了後概ね１年おく）
１回接種

２ 期 ９～13歳未満、１回接種

３ 期 14・15歳、１回接種

料 金 １回接種につき500円（医療機関窓口へ支払ってください。）

委託期間 平成14年５月１日～平成14年７月末日まで

医療機関 赤岩医院・勝浦病院・山西医院

梅
雨
の
時
期
は
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
次
の
事
柄
に
注
意
し
、
食
中
毒
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

①
生
鮮
食
品
に
注
意

生
鮮
食
品
（
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
）
は
、
新

鮮
な
も
の
を
購
入
す
る
。

消
費
期
限
表
示
を
確
認
す
る
。

温
度
管
理
が
必
要
な
食
品
（
生
も
の
、
冷
凍

食
品
な
ど
）
は
最
後
に
購
入
す
る
。

②
手
や
調
理
器
具
は
常
に
清
潔
に

調
理
の
前
に
手
を
よ
く
洗
う
。

調
理
器
具
（
包
丁
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
、
食

器
、
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
）
は
洗
剤
・
流
水
で
よ

く
洗
い
、
煮
沸
や
塩
素
な
ど
で
消
毒
す
る
。

③
十
分
に
加
熱
を

食
品
を
加
熱
す
る
と
き
は
、
中
心
部
が
七
十

五
度
で
一
分
間
以
上
加
熱
す
る
。

調
理
途
中
で
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
。

④
調
理
後
は
す
み
や
か
に
食
べ
る

調
理
前
、
調
理
後
、
長
く
放
置
し
な
い
。

残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
と
き
は
十
分
に
加

熱
す
る
。

時
間
が
た
っ
た
食
品
は
食
べ
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑤
保
存
の
方
法

保
存
す
る
場
合
は
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ
る
。

冷
蔵
庫
は
十
度
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス

十
五
度
以
下
で
保
存
す
る
。

冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
入
れ
す
ぎ
（
七
割
程
度

が
目
安
）
に
注
意
す
る
。

食
中
毒
に
注
意
！
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絵 画 教 室
日 時 ７月30日 午前10時～12時まで

場 所 福祉センター１階
講 師 新 居 晋先生 丸 関 朋 子先生

準備するもの 鉛筆・絵の具セット

＊画用紙と画板は図書館で準備します。
＊参加希望者は､ ７月26日までに図書館へ申し込ん
でください。

漫画・ポスター教室
日 時 ８月１日 午後２時～４時まで

場 所 福祉センター３階
講 師 松 下 義 和先生 関 東 誉 司先生

準備するもの 鉛筆・絵の具セット

＊用紙は図書館で用意します。
＊参加希望者は、７月28日までに図書館へ申し込ん
でください。

七
月
の
行
事

子
ど
も
映
画
会

十
三
日

午
後
二
時
か
ら

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

絵
画
教
室

三
十
日

午
後
二
時
か
ら

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
九
日

午
後
二
時
か
ら

内
容
は
お
楽
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

三
日
・
十
日
・
十
七
日

二
十
四
日
・
三
十
一
日

休

館

日

一
日
・
八
日
・
十
五
日

二
十
二
日
・
二
十
九
日

三
十
一
日

※
図
書
館
が
し
ま
っ
て
い
る
時

の
返
却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

★
小
学
校
低
学
年
の
部

け
ん
か
の
き
も
ち

柴
田
愛
子

む
し
た
ち
の
う
ん
ど
う
か
い

得
田
之
久

ヤ
ギ
に
な
っ
ち
ゃ
う
ぞ

最
上
一
平

★
小
学
校
中
学
年
の
部

ね
こ
た
ち
町

わ
し
お
と
し
こ

虹
の
谷
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

池
田
恵
子

ぼ
く
の
ク
ジ
ラ

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ス
コ
ウ
ル
ズ

★
小
学
校
高
学
年
の
部

ア
ン
ソ
ニ
ー

茂
市
久
美
子

よ
み
が
え
れ
白
い
ラ
イ
オ
ン

マ
イ
ケ
ル
・
モ
ー
パ
ー
ゴ

カ
ブ
ト
エ
ビ
の
寒
い
夏

谷
本
雄
治

★
中
学
校
の
部

フ
ク
ロ
ウ
は
だ
れ
の
名
を
呼
ぶ

ジ
ー
ン
・
グ
レ
イ
グ
ヘ
ッ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ

カ
ナ
リ
ー
ズ
・
ソ
ン
グ

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ

ク
マ
追
い
犬
タ
ロ

米
田
和
彦

★
高
等
学
校
の
部

ビ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
の
大
地

カ
レ
ン
・
ヘ
ス

救
急
医
、
世
界
の
災
害
現
場
へ

山
本
保
博

お
か
あ
さ
ん
に
な
っ
た
ア
イ

松
沢
哲
郎

一

般

書

ゴ
ッ
ホ
殺
人
事
件

上
・
下

高
橋
克
彦

長
い
家
路

上
・
下ダ

ニ
エ
ル
・
ス
テ
ィ
ル

団
ら
ん
食

服
部
幸
應

か
ら
だ
が
か
ゆ
い

高
森
健
二

あ
た
し
ん
ち

一
～
七

け
ら
え
い
こ

本
能
寺
の
変

津
本

陽

浮
か
れ
坊
主
法
界

東
郷

隆

ス
ネ
ー
ク
・
シ
ャ
ド
ウ

森
田
靖
郎

ぼ
く
の
ス
ミ
レ
ち
ゃ
ん

今
江
祥
智

手
づ
く
り
の
石
け
ん
と
化
粧
水

佐
々
木

薫

ゆ
か
た
＆
甚
平

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

く
る
く
る
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

津
田
陽
子

新
着
図
書
紹
介

課題図書そろいました
小・中・高校生対象の今年度の課題図書が入りました。小学

校関係は各５冊、中学校各３冊、高校各１冊を用意しています

が、夏休みに入ると利用者が急増し

ますので、より多くの人達が利用で

きるよう課題図書に限り、１人１冊

期間は５日以内を厳守して限られた

期間内にたくさんの方に利用しても

らえるよう、よろしくお願いします。

図 書 館
だ よ り

（火） （木）

（土）
（日）

（火）
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５
月
16
日
～
６
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
三
溪
字
古
川

日
下
敏
幸

（
大
字
沼
江
字
天
川

若
木

瞳

大
字
星
谷
字
宮
原

國
清
憲
志

（
徳
島
市

千
葉
紀
子

大
字
棚
野
字
野
神
元

大
川

理

（
板
野
郡
松
茂
町

松
島
久
美
子

大
字
久
国
字
馬
場

増
田
賢
司

（
鳴
門
市

高
田
宏
子

大
字
生
名
字
山
下

近
藤

道

（
岡
山
県
倉
敷
市

柚
木
真
由
美

大
字
久
国
字
久
保
田

信
政
祐
紀

（
上
勝
町

宮
本
幸
枝

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

渡

貴
浩

長
男

大
字
棚
野

）

字
広
松

阿
紀
子

翔
し
ょ
う

希き

長
田
康
志

二
女

大
字
三
溪

）

字
平
山

美
和

菫
す
み
れ

寺
尾
裕
昭

二
女

大
字
沼
江

）

字
山
路

由
美

千ち

晴は
る

稲
井
哲
男

長
男

大
字
三
渓

）

字
上
川
原

ゆ
か
り

二に

塁る

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
渓
字
甫
坂

清
水
シ
ナ
ヱ（
86
歳
）

大
字
生
名
字
東

笹
山
キ
ミ
子（
92
歳
）

大
字
星
谷
字
宮
原

岡

操（
87
歳
）

大
字
三
渓
字
定
岡

橋
本
コ
ヨ
シ（
90
歳
）

大
字
棚
野
字
西
久
保

原
田
ヨ
シ
ヱ（
79
歳
）

大
字
三
渓
字
古
川

村
上
伊
三
郎（
74
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

５
月
16
日
～
６
月
15
日

笹
山
文
雄
さ
ん
（
生
名
）

前
田
道
夫
さ
ん
（
西
岡
）

清
水
千
可
志
さ
ん
（
中
山
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交通事故相談日

日 時 ７月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853- 2-2030

相談員 川 田 武 志
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088 -621 -3200

※お気軽にご相談ください。

７月２日 赤 岩 医 院 ２－２００６

７月４日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月６日 上勝町診療所 ４－５０１０

７月８日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月10日 山 西 医 院 ２－３０２７

７月12日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月14日 湯 浅 医 院 ２－２００３

７月16日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月18日 赤 岩 医 院 ２－２００６

７月20日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月22日 上勝町診療所 ４－５０１０

７月24日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月26日 山 西 医 院 ２－３０２７

７月28日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月30日 湯 浅 医 院 ２－２００３

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 ７月５日

７月12日
７月19日

７月26日

● 時間
午後１時～午後４時30分

● 内容
人権･行政･厚生･福祉

● 場所
住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

７ 月
７月交流講座ご案内
近隣地域との交流事業として、今月も
各種講座を次のとおり開講いたします。

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
４ 11 18 25

午後７:30～９:30
木 木 木 木

踊 り
２ ９ 16

午後２:00～４:00
火 火 火

歌 謡
２ 16 23

午後７:30～９:30
火 火 火

生け花
５ 19

午後７:30～９:30
水 木

大正琴
４ 11 26 木曜日は午後１:00～３:00

金曜日は午後７:00～９:00木 木 金

習 字
５ 12 19 26

午後７:00～９:00
金 金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

戸籍の

窓

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（金）

（木）

（金）

（金）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（火）




